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広報しょうぼう上球磨 令和４年11月

火災・救急・救助は
☎１１９

（２）

全
国
大
会
を
目
指
し
て

　

隊
員
の
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を

目
的
に
、
九
州
地
区
消
防
救
助
技
術
指
導

会
が
７
月
22
日
に
長
崎
県
で
開
か
れ
、

「
引
揚
救
助
の
部
」
に
熊
本
県
代
表
と
し

て
５
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

引
揚
救
助
と
は
５
人
１
組
(
要
救
助
者

を
含
む
)
で
行
い
、
地
下
や
マ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
に
転
落
し
た
要
救
助
者
を
地
上
へ
救

出
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
で
す
。

　

チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
福

本
雄
太
消
防
副
士
長
は
「
全
国
大
会
に
は

出
場
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
技
術
の

向
上
を
目
指
し
て
、
住
民
の
皆
様
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
一
層
守
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

福
本
隊
員
チ
ー
ム

右
側
か
ら

三
番
員
　
　

深
松
　

勇
貴

四
番
員
　
　

田
山
　

裕
貴

一
番
員
　
　

湯
山
　

倫
樹

要
救
助
者
　

和
泉
　

達
也

二
番
員
　
　

福
本
　

雄
太

消
防
救
助
技
術

消
防
救
助
技
術

消
防
救
助
技
術

白　熱白　熱白　熱白　熱

競技が始まり先に塔下で待つ福本隊員と塔上から降下する深松隊員



広報しょうぼう上球磨 令和４年11月

火災・救急・救助は
☎１１９

（３）

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会（
水
上
の
部
）入
賞

　

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
が
８
月
26
日

に
東
京
消
防
庁
立
川
消
防
署
で
開
か
れ
、

４
人
が
水
上
の
部
に
出
場
し
て
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
日
本
全
国
か
ら
選
び
抜
か
れ

た
隊
員
が
集
ま
っ
て
消
防
救
助
技
術
を
競

い
合
う
も
の
で
「
陸
上
の
部
」(
８
種
目
)
、

「
水
上
の
部
」(
８
種
目
)
が
あ
り
ま
す
。

当
組
合
が
出
場
し
た
「
水
中
検
索
救
助
」

と
い
う
部
門
は
、
救
助
者
４
人
が
協
力
し

て
水
没
し
て
い
る
要
救
助
者
を
捜
索
・
救

出
す
る
技
術
を
競
う
も
の
で
、
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
の
郷
崚
太
消
防
副
士
長
は
「
入
賞

と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
て
嬉
し
い
。
全

国
大
会
の
緊
張
感
や
雰
囲
気
を
後
輩
職
員

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

郷
隊
員
チ
ー
ム

上
写
真
は
右
側
か
ら

二
番
員
　

郷
　

崚
太

一
番
員
　

村
山
　

尚
瞳

三
番
員
　

幸
野
　

成
彬

四
番
員
　

猪
口
　

大
二
郎

訓練開始前の隊員たち

目標の入賞を達成し喜び安堵する隊員たち　次回の目標は全国制覇



広報しょうぼう上球磨 令和４年11月

火災・救急・救助は
☎１１９

（４）

防
災
消
防
航
空
隊
と
合
同
訓
練

　

熊
本
県
防
災
消
防
航
空
隊
(
防
災
ヘ
リ

ひ
ば
り
)
と
の
合
同
訓
練
を
８
月
24
日
に

あ
さ
ぎ
り
町
の
白
髪
岳
で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
①
火
災
現
場
の
偵
察
②
ヘ
リ
に

よ
る
空
中
消
火
③
現
場
へ
の
隊
員
投
入
④

負
傷
者
の
ヘ
リ
輸
送
と
い
う
内
容
で
し

た
。

　

災
害
時
の
状
況
把
握
や
助
け
を
求
め
て

い
る
人
の
発
見
な
ど
、
被
害
の
拡
大
防
止

や
人
命
救
助
に
活
用
す
る
た
め
「
球
磨
川

水
系
防
災
・
減
災
ソ
フ
ト
対
策
等
交
付
金
」

を
活
用
し
て
、
今
年
８
月
に
ド
ロ
ー
ン
１

機
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

防
水
機
能
は
な
い
も
の
の
、
小
型
軽
量

で
持
ち
運
び
し
や
す
く
、
災
害
現
場
で
す

ぐ
に
展
開
で
き
ま
す
。
正
確
な
位
置
を
測

定
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
搭
載
し
て
い
て
、
捜

索
な
ど
場
所
の
特
定
に
も
活
用
で
き
ま

す
。

ド
ロ
ー
ン
(D

J
I A

IR
2

S

)
ス
ペ
ッ
ク

・
離
陸
重
量
　

５
９
５
g

・
最
大
飛
行
時
間
(
無
風
)
31
分

・
最
大
飛
行
距
離
(
無
風
)
１
８
,
５
㌔

・
運
用
限
界
高
度
(
海
抜
)
５
０
０
０
m

・
最
大
風
圧
抵
抗
　

１
０
,
７
ｍ
／ｓ

・
サ
イ
ズ
(
展
開
時
)

　

１
８
３
㎜×

２
５
３
㎜×

７
７
㎜

操作訓練中ドローンからの消防本部撮影

上空の防災ヘリからの隊員投入

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
山
に
入
る
機
会

が
増
え
、
遭
難
や
怪
我
な
ど
の
事
故
も
増

え
ま
す
。
い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
き
、
迅

速
確
実
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し
て
訓
練
し

ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
導
入



広報しょうぼう上球磨 令和４年11月

火災・救急・救助は
☎１１９

（５）

建築物の増改築や用途変更、消防用設備等を変更する
場合は、計画段階で事前に相談してください。

（１）建築物を増改築する場合

　　例：耐火構造の建築物に木造の建築物を増築する場合

　　　　窓や出入口を塞いだり物を置く場合や内装材を変更する場合

　　　　棟同士を軒、庇などで接続したことで１つの棟となる場合

（２）建築物の全部又は一部の用途を変更する場合（テナントの一部を変更する場合も該当）

（３）消防用設備等の位置・構造・設備を変更する場合

消防用設備等とは…

消火器・自動火災報知設備・

屋内消火栓設備・スプリンク

ラー設備・誘導灯などです。

事前の届出や、新たに消防用設備等の
設置が必要となる場合があります。

上球磨消防組合消防本部
予防課　０９６６-４２-３１８４

まずはご相談

ください。

耐火
構造

事務所
店舗

飲食店など

耐火
構造

別棟
建築物

接続

木造

ひさし



広報しょうぼう上球磨 令和４年11月

火災・救急・救助は
☎１１９

（６）

　

８
月
12
日
に
消
防
本
部
で
公
用
車
寄
贈
式
が
開
か
れ
、

岩
下
兄
弟
株
式
会
社
の
岩
下
洋
三
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
中
嶽
弘
継
組
合
長
に
寄
贈
車
の
レ
プ
リ
カ
キ
ー
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
地
域
防
災
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
も
車
両
を

寄
贈
し
て
い
て
今
回
で
５
台
目
。
中
嶽
組
合
長
は
「
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
車
両
を
寄
贈
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
。
多
方
面
で
活
用
し
、
地
域
防
災
に
役
立
て
た
い
」

と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　半年間の初任科教育訓練を終え、10月に３人の消防士が仲

間入りしました。半年前とは見違えるほど逞しく、凛々しく

成長しました。地域住民の生命、財産を守ってくれると期待

しています。

岩
下
兄
弟
㈱
が
公
用
車
寄
贈

編集後記

新
人
紹
介

田澤 太我（23才）
（多良木町）

田澤 太我（23才）
（多良木町）

栃原 巧真（22才）
（あさぎり町）

栃原 巧真（22才）
（あさぎり町）

山下 芙和人（19才）
（あさぎり町）

山下 芙和人（19才）
（あさぎり町）
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寄贈車の前でレプリカキーを渡される
（右）岩下洋三代表取締役と（左）中嶽組合長

やました　　ふ わ と とちはら　 たくま たざわ　　たいが

　私が消防士を目指した

理由は、幼い頃からの憧

れと人を救う仕事がした

いという気持ちがあった

からです。今後は現場に

出る事を意識し訓練を全

力で頑張ります。

　私は高校生の時の職場体験

で上球磨消防組合に来た際、

消防職員が地域住民を火災や

命の危機から守るために日々

一生懸命訓練している姿を見

て、私もこの人たちと一緒に

上球磨の景観や人々を守りた

いと思って入署しました。精

一杯頑張ります。

　私が消防士を志した理由は

祖父が消防士だったからです。

非番日であっても筋トレやラ

ンニングをして、いつでも災

害に対応できる準備を整えて

いた祖父は本当にかっこよか

ったです。今後は、私も祖父

のように皆から信頼される消

防士になります。

96号の表紙

　県大会へ向け訓

練に励む隊員たち。

　ほふく救出は２

人１組で煙道内を

検索し、 要救助者

を救出する競技。
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